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青森県

# 縄文式ビリビリ健康法

◉企画の概要と選定理由
「北海道・北東北の縄文遺跡群」が国連教育科学文化機関（ユネス
コ）世界文化遺産の候補となる中、青森県の縄文文化への理解とそれ
に連動する観光ブランドの定着を図るため、県内出土の土偶をビジュアル
にした新聞広告を掲載した。縄文時代の人々が土偶を身代わりと考え、
気になる箇所を壊すことで病や傷の平癒を祈ったという説を踏まえ、広告
掲載の土偶を破り、健康を願う仕掛けを施した。１万年の時を経て、一
説ではあるが、土偶本来の利用法を呼び掛けたメッセージは、ＳＮＳ上で
も大きな話題となり、青森県と遺跡群の関わりを認知させた。コロナ禍で
観光需要が減少し、誘客目的の情報発信が難しい中、新聞広告を「破
る」という斬新な手法で、収束後の旅先としてのＰＲと県の縄文イメージ
定着を成功させた広告企画として、高く評価された。

◉掲載状況	����������2021年 3月17日＝日本経済新聞（本紙）に掲載、3
月27日＝日本経済新聞（別刷り）に掲載/全15段×2
（表裏）、カラー

◉広告活動	����������本新聞広告と連動した「縄文式ビリビリ健康法」チラシ
を県内の各縄文関連施設で配布

◉企画	����������������	青森県
◉制作	����������������	電通東日本、電通、電通テック
◉扱い	 ���������������	電通東日本
◉制作スタッフ	������	CD=嶋野裕介（電通）、C=藤曲旦子（電通）、AD=

川原田俊（電通テック）、D=ミウラユウタ（電通テック）
CPR=水野里美、高田真帆（電通テック）、Ph=八木
斗希雄（クライマーズ）、レタッチャー=両角美穂（トー
ン・アップ）、PL＝野田祐希、冨田孝行（電通東日本）、
AE=井上真、布川真太郎（電通東日本）

2021年 3月 17日付（表） 2021年 3月 27日付（表）（裏） （裏）
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◉掲載状況	����������2020年 12月 3日、朝日新聞、毎日新聞、読売
新聞、日本経済新聞、産経新聞（大阪）いずれも
夕刊に掲載 /全 15段、モノクロ、2020年 12月
4日、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、日本経済
新聞、産経新聞いずれも朝刊に掲載 /全 15段×
4、モノクロ

◉企画・制作	��������電通
◉扱い	 ���������������電通、博報堂
◉制作スタッフ	������CD=加我俊介、AD=柴谷麻以、C=三島邦彦、

D=藤井亮、塚本小雪、渡邊昂矢、CPR=栗川愛
子、レタッチャー=吉岡妙、磯崎大介、新井宏尚、
根津鉄平、田辺正明、寺嶋玲美、横山睦、小松
聖二、PRディレクター=濱村裕也、PRプランナー
=早瀬魁人、小田切萌、芝原愛、AE=内藤有

◉企画の概要と選定理由
国民的な人気漫画『鬼滅の刃』最終２３巻の発売日に合わせ、全国紙
５紙朝刊の広告に主要キャラクター１５人を各紙３人ずつ切り替えて登場さ
せ、累計発行部数１億冊突破への感謝の気持ちを伝えた。発売前日の
夕刊で作中の名言をコピーにして完結を予告し、発売当日朝刊のインパク
トある広告掲載につなげる壮大な仕掛けには、全国の幅広い年齢層から
大きな反響が寄せられた。広告紙面はＳＮＳで広く拡散されるとともに、掲
載紙の購入も相次ぐなど、大きな話題を呼ぶ結果となった。新聞広告の
拡散力と存在感を示した広告活動として高く評価された。

『鬼滅の刃』完結巻発売記念＆1億冊突破記念企画「夜は明ける。想いは不滅。」
株式会社集英社

©吾峠呼世晴 /集英社前日付夕刊

読売新聞

朝日新聞

産経新聞

各社共通

毎日新聞

日本経済新聞
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としまえん　最後の広告　Thanks.
株式会社西武園ゆうえんち（旧社名 株式会社豊島園）

◉掲載状況	����������2020年 8月 30日、朝日新聞（東京）に掲載 /二連
版全30段、モノクロ

◉広告活動	����������ポスター（交通広告）
◉企画	����������������博報堂
◉制作	 ���������������博報堂、博報堂プロダクツ
◉扱い	 ���������������博報堂DYメディアパートナーズ
◉制作スタッフ	������CD=宮崎晋、AD=後藤大、C=石井雄樹、D=日高

李衣子、桜井成美、Ｉ=ちばてつや

◉企画の概要と選定理由
遊園地「としまえん」が、閉園前日の新聞広告で９４年間の感謝を伝え
た。人気漫画「あしたのジョー」のラストシーンで「楽しませることに徹し、
燃え尽きるまでやり切った」ことを表現、「Ｔｈａｎｋｓ.」とただ一言添えるこ
とで余韻を残すなど、シンプルなビジュアルとコピーでインパクトを最大限ま
で高めた。「史上最低の遊園地。」をはじめ、数々のユニークな新聞広
告で話題になってきたアミューズメントパークらしいクリエーティブは、営業
を終了する施設の広告としては類がなく秀逸で、ＳＮＳ上で大きな反響を
呼んだ。さまざまなメディアで紹介された新聞広告により、閉園を惜しむ
声が高まるなど、斬新な表現力と拡散力が高く評価された。
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かけがえのない一日
トヨタ自動車株式会社

◉掲載状況	����������2020年 6月27日＝全国50紙に掲載、7月26
日、8月29日、9月26日、10月31日、11月
28日＝全国55紙に掲載 /全15段、モノクロ、カ
ラー

◉広告活動	����������ラジオCM、「トヨタイムズ」ホームページ
◉企画・制作・扱い	��電通、デルフィス
◉制作スタッフ	������Pro=前田貴臣、辻未稚菜、淺原隆宏、CD= 

TaroKondo、松原勇馬、AD=橋田洸、内田歩、
C=三島邦彦、鈴木絢士、岩本光博、AE=黄章浩、
松村潤、小林郁也、小林佳奈、藤田拓哉、藤田彩
子、駒将平、製版・印刷＝西山貴三

◉企画の概要と選定理由
販売店のあるそれぞれの町の「かけがえのない一日」のために、自動車
メーカーとしてどう向き合うかを宣言し、オーナーから寄せられた販売店ス
タッフとの実話を紹介するシリーズ広告を展開した。新聞広告の第１回で
は豊田章男社長が直筆で企業姿勢を伝え、第２回以降は目の前のたっ
た一人のオーナーに寄り添った販売店スタッフの物語を通じて、企業とし
て大切にする価値観を表現した。じっくり読ませる新聞広告の特性を生か
し、地域のかけがえのない毎日や暮らしに尽くすという企業の強い意志を
伝えた広告企画として高く評価された。
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◉企画の概要と選定理由
定年退職する高校の恩師に向けて、教え子の卒業生がお祝いの個人広告
を地元紙に掲載した。恩師が国語科の教員だったことにちなみ、文章問題
になぞらえたクリエーティブで感謝の気持ちを表現した。最後の勤務日に掲
載した広告は、恩師に驚きを与えただけでなく、各種メディアで紹介され、
多くの教え子らから連絡が寄せられるなど話題となった。コロナ禍で直接
会って退職を祝えない中、マス媒体である新聞で個人から個人に発信した
広告は、恩師の縁者だけでなく広告に接した多くの人々の心を温かくするな
ど、新聞広告の新しい活用法を提案しており、高く評価された。

◉掲載状況	 ���������2021年 3月31日、新潟日報に掲載 /全15段、
モノクロ

◉企画・制作	�������Birdman
◉扱い	���������������畑山雅俊
◉制作スタッフ	 �����AD=佐々木渉、C=畑山雅俊、special thanks＝

阿部良太、小澤祥矢

「恩師への手紙」
畑山雅俊
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